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令和２年度日本ＡＬＳ協会秋田県支部講習会・交流会
星　　佳　子

　この季節では珍しく雲のない青い空がのぞく中、令和２年11月14日（土）、秋田県ゆとり生
活創造センターにおいて、日本ＡＬＳ協会秋田県支部講習会・交流会が開催されました。参
加者は、コロナ禍である事から最小限の参加者とし、家族、一般参加と役員合わせて18名で、
感染対策を実施しての開催となりました。また、今回の講習会内容をYouTube配信する対策
も行いました。多くの方に届いておりましたら幸いです。

　講習会は、安保瑠女秋田県支部長からビデオメッセージでの挨拶から始まりました。
　その後の進行は木下さんの司会進行で進みます。今回の講習会は「ＡＬＳと口腔ケア」を
テーマとし、秋田大学医学部付属病院脳神経内科　鎌田幸子先生から「誤嚥性肺炎」、また、
介護老人施設なごみのさと　言語聴覚士　田口祥子先生から「今日からできる口腔健康管理」
と題し、お二人の先生からご講話いただきました。　
　鎌田先生の講話では、誤嚥性肺炎のポイントとして誤嚥性肺炎はわかりにくい事（不顕性
誤嚥の存在）、早期発見と早期対処で生活の質を高める事が出来る、予防の第一歩は口の中
の清潔を保つことの３つであることを学ぶことが出来ました。また、田口先生の講話では、
口腔ケアの実戦、今日から役立つことができることを教えていただきました。
　この度の講習会では、改めて、口の健康管理、清潔に保つ事が何よりも大切だと感じまし
た。ぜひ介護の現場や他の様々な場所で活用いただきたいと思います。

　講習会終了後は、交流会を参加者同士の顔の見える関係づくりの機会として、交流を図る
事ができました。新しい研修様式を取り入れながら、感染拡大防止に努めての講習会を無事
に終える事ができました。次年度はぜひ顔を合わせて講習会・交流会ができることを願って
おります。

講習会（令和2年11月14日アンケート）結果　
　　　
　今年度の講習会はコロナ禍でしたが、ご家族や保健所保健師、一般の方もご参加され、感想などい
ただきました。

１．続柄、職種など  
　　家族：2    学生：1　 保健師：2　　
２．本日の企画・運営に関して
　・勉強になりました。
　・誤嚥性肺炎を予防するケアについて、よくわかりました。
　・改めて口腔ケアの重要性を感じた。このことを臨床現場で働いた時に知っておけば良かったと　
　　思った。
　・田口先生の実践的な話が興味深かった。
　・口腔ケアの重要性を再確認できました。実技もぜひ、学習したいです。
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ALSと口腔ケアの講習会に参加して
林　　孝　平

　今回は大学院の授業の一環として、「ALSと口腔ケア」の
講習会に参加しました。私は今年度4月に大学院に入学す
る前は、関東にある総合病院の集中治療室に勤務していま
した。その為、ALSについては大学時代の授業で学習した
程度の事しか知りませんでした。この講習会を聞く事で、
多くの学びを得る事が出来ました。
　今回の講習会は、誤嚥性肺炎に関する内容についてでし
た。どうしても治療に目を向けがちですが、改めて予防ケ
アの重要性を再認識しました。呼吸機能など多くの機能が
低下している方にとって、肺炎は時に命取りになってしま
う疾患になります。肺炎になってから治療と予防策を同時
並行するのではなく、いかにして発症を予防するかが重要
となってきます。肺炎を予防するために最も重要なのが口
腔ケアである事を、改めて学びました。　　
　口腔ケアは治療が落ち着いてから行うのではなく、入院
して治療を行う病院から継続的に行っていかなければ意味
がありません。講師の方がスライドに使用した、病院から施設に入って間もない方の口腔内
の画像が印象的でした。私も病院で働いていた時に、数多くの口腔内が汚れた患者さんを見
てきました。治療が優先されるため、ついつい口腔ケアが後回しになってしまいます。しか
し、この講習会を受けて、誤嚥性肺炎をはじめとする多くの疾患において、口腔ケアも立派
な治療の一環であり、非常に大切なことである事を再認識しました。病院では、慢性的な看
護師不足が叫ばれています。今後は、病院に勤務する言語聴覚士だけでなく、外部の医療機
関から歯科衛生士や口腔外科医（歯科医）を招く等の口腔ケア体制を充実していく必要がある
のかもしれないと感じました。
　今回の講習会は、「ALSと口腔ケア」というテーマです。私も含め多くの方々は、このよ
うな機会が無いとALSについて知るきっかけはほとんど無いと思います。その為、講習会と
いう形ではあるが、ALSを知ってもらうきっかけになるようなイベントは、今後も継続的に
開催していってほしいと思いました。
　今は新型コロナウイルス感染症で、様々な制限がか
かっている状況です。ALSなど呼吸機能が低下した療養
者の方にとって、新型コロナウイルス感染症をはじめと
する呼吸器感染症は重症化のリスクが非常に高くなりま
す。外出する機会も少なくなる可能性もあります。その
時に、地域での孤立を防ぎ必要な支援を受けるために、
どのような制度があって、どのような取り組みが各地で
なされているのかという内容の講演会も、面白いかもし
れないと思いました。
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コロナ禍での退院支援
安　保　瑠　女

　今回は私が代表を務める自立生活センター くらすべAkita（CILくらすべAkita）の活
動について紹介したいと思います。
　CILくらすべAkitaは、障害当事者自らが、地域で自立生活をしたい障害者を支援す
る障害者団体です。
　団体を立ち上げて３年目、くらすべAkitaの初めての支援者であるＫ君が10月22日、
25年暮らしたあきた病院から退院をして、一人暮らしを始めました。

　初めての支援に加えて、私と鷲谷さん共に施設（病院）経験がないことや、コロナ禍
の中での退院と、初めてづくしではありましたが、全国の自立生活センターの協力と、
もちろんＫ君自身の頑張りで、無事に退院することができました。

　今回、退院までの道のりの中で、一番頭を悩ませたのが、新型コロナの影響で病棟
への出入りが禁止されていたということでした。
　本来であれば入院中に外出や外泊訓練を重ねて介助練習をしていくのですが、退院
をしないと会うことができないため、ヘルパーが集まっても介助練習が出来ないので
す。そこでリモートを最大限に活用することにしました。
　Ｋ君は病院の協力を得て介助の様子をビデオに撮って、ヘルパーたちはそのビデオ
を見てイメージトレーニングをしたり、Ｋ君に見立てた介護人形を使って、Ｋ君の指
示出しによる介助練習を積み重ね、実際にＫ君に触れることはできないものの、でき
る限りのことはやれたと思います。

　退院当日は私はＫ君の仮住まいである体験室の方で待っていましたが、車から降り
てきた時のＫ君の、“病院から出てやったぜ!!”というドヤ顔が忘れられません(#^^#)
退院して３週間がたちましたが、こちらの心配をよそに、感染予防対策を取りながら、
買い物に出かけていたり、夜更かしを満喫しているようで、嬉しい限りです。

　Ｋ君にはこれから起こるたくさん経験を楽しんで、充実した人生を歩んでほしいと
思います。
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　父がALSになり在宅療養を11年しました。その当時、私は高知県に住んでおり思う
ように動けない遠方のもどかしさを実感した事でした。
　当時、長女は3歳。どんなに幼くても全力で生きる姿、命の尊さを感じてもらいた
く、小学校を卒業するまで毎月帰省する時には連れて行きました。帰省するたびに少
しずつ動けなくなって行く父。父の苛立ちも十分わかるほど周りも辛い時期でした。
瞬きだけの動きになっても、孫の顔を見るといつも将来に向けてエールをくれまし
た。父の存在が長女の大学進学先を決定づけ、今年の4月からフライトナースになる
べく現在救命救急医療センターで懸命に生死と向き合ってます。
　父に今の長女の姿をみせてあげたかった…。
　父も他界してはや9年。
　私も理学療法士でありながらALSの知識のなさに様々な方面から手当たり次第ガム
シャラに学んだあの頃。松本元会長、奥様のるいさんに直接お会いして話を聞いたり、
父に会いに来て支えてくれた事でどんなに力をもらえたか…。
　患者会、ピアカウンセリングの大切さを実感したものです。
　ALS協会秋田県支部、ALS協会高知県支部の方達に感謝するとともに、今回、父が
お世話に　なった秋田県支部でサポーターとして微力ながら恩返しできる日が来た事
に感謝しています。
　よろしくお願い致します。

父が教えてくれたこと
中　澤　千　枝
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※（太ワク内の該当する部分をご記入ください）FAX 018－832－8778
日本ＡＬＳ協会
会　長　殿

私（当団体）は、貴会の趣旨に
賛同し次のとおり入会を申し
込みます。 令和　　　　年　　　　月　　　　日

入 会 申 込 書

入会者氏名

団 体 名

代表者氏名

会員区分

協　　会
使 用 欄

住　　所
（会報等
送付先）

団
体
の
場
合

フリガナ

フリガナ

フリガナ

性別（男・女）
大正・昭和・平成　　　年　　　月　　　日生（　　　才）

□正会員　　議決権を持つとともに、会運営上の責任を分かち担う
　（個人のみ）（患者・同居家族は原則として正会員）　　年会費４千円

□賛助会員（個人）　　年会費４千円×口数　　　　　　　 口
□賛助会員（団体）　　年会費５千円×口数　　　　　　　 口

□患者本人 □同居家族 □別居家族
□親族 □遺族 □その他一般
□医師 □医療・保健・福祉関係
※専門職の場合、科目・職種（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１．自宅 ２．勤務先 ３．その他 〒（　　　－　　　　）

ＴＥＬ ＦＡＸ

Ｅメール

入会者が次のいずれかの場合はお書きください
□患者本人である　⇨家族名 続柄
□家族・親族である⇨患者名 続柄

勤 務 先

業 種

（医療／福祉関係者はなるべくお書き下さい）

（団体会員の場合はお書き下さい）

（摘　要） （会員番号） 入力日 担当者

き

り

と

り

線





□主　　　旨
支部の活動は、この厳しいＡＬＳ（筋萎縮性側索硬化症）で闘病されている方達と共に、
日本ＡＬＳ協会と連携をとりながら療養環境改善や社会への理解を深めることを基本にし
て、具体的には下記のような活動をしております。

□具体的活動
　１）総会を開催して、会員互いの理解と交流を図っています。
　２）研修会を開催します。
　３）患者さん達へ訪問します（慰問と話合い・闘病の課題確認など）。
　４）患者さんの相談ごとを受けたり、関係行事や情報を発信します。
　５）支部だよりを年２回発行し、情報の基幹としています。
　６）事務局会議を月１回（土曜日）開催しています。
　７）その他ＡＬＳ患者を支援する事項に対応します。

□現在の事務局
現在、事務局は医療関係者・患者家族・ＡＬＳ患者などさまざまです。どなたでも力を貸
していただければ大変助かります。

□募集対象
年齢・性別・経験等は問いません。
自分の持つ能力を前向きに、他人のためにも生かそうと意欲をもっておられる方。

□連絡先
　住　所：〒 010-0003　秋田市東通７－４－ 26　長谷部方
　電　話：0 9 0 - 5 8 3 8 - 3 6 0 6（事務局）
　ＦＡＸ：0 1 8 - 8 3 2 - 8 7 7 8（事務局）（ＦＡＸ番号が変更になりました）
　Emai l：als-akita@outlook.com

日本ＡＬＳ協会　秋田県支部

事務局からのお知らせ

秋田県支部では運営を手伝って下さるボランティアを募集しています。

協力して下さる方を募集しています。 2020年4月1日～9月30日　　敬称は省略させていただきます

ご寄付ありがとうございました

皆様の心のこもるご寄付は、支部活動の源となっております。
ご厚志に深く感謝申し上げます。

＊	日本ＡＬS協会へ入会希望の方は、前頁『入会申込書』をFＡXしますと
会費納入の振込票が送られてきます。

ご寄付のお振込みは、上記へお願いいたします。

郵　便　振　替
口座番号：0 2 5 1 0 —3 —7 6 5 8
加入者名：日本ＡＬS協会秋田県支部

坂　内　正　男 （秋田市）

竹　林　章　子 （荒川区）

小　坂　順　子 （横手市）

佐　藤　　　晋 （秋田市）

櫻　田　美　穂 （能代市）

畠　山　康　悦 （北秋田市）

松　田　生　子 （秋田市）

黒　川　博　之 （秋田市）

星　　　佳　子 （秋田市）

山　本　ゆ　き （湯沢市）

近　藤　秋津子 （秋田市）
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編 集 後 記
　今年は、冬の訪れが早く感じます。新型コロナウイルス感染症の影響により、
生活、仕事、学校等、あらゆる日常生活において新しい様式が余儀なくされて
います。
　秋田県支部も設立から 30余年続いた総会の開催を中止し、支部便りの掲載
に変えさせていただきました。そんな中、昨年、支部では、患者様の日常生活
に役立つような内容で何かできないかと、講習会の企画が持ち上がりました。
今回は、第 1弾として「ALS と口腔ケア」の内容を中心にお届けいたします。
今後も第 2弾、第 3弾と企画を予定しておりますので、皆様にはぜひ、楽しみ
に待っていていただきたいです。
　何かと制約の多い中ではありますが、笑顔を心がけ毎日を過ごしたいもので
す。今後も皆様のご支援とご協力をよろしくお願いいたします。（あ）

秋田県
支部だより


